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豊 橋 日 独 協 会 
Japanisch-Deutsche Gesellschaft Region Toyohashi

愛知県豊橋市駅前大通一丁目 55 番地 サーラタワー 
中部ガス株式会社 秘書室内 （〒440-8531）

[TEL] 0532-51-1205 
[FAX] 0532-51-1274 
[URL] http://www.jdg-toyohashi.com/
[E-Mail] jdtoyo@chubugas.co.jp

役 員 

会  長：神野 信郎 

副 会 長：中村 敬一、竹内 文子、松井 孝悦 

事務総長：安達 眞啓 

事務次長：伊藤 幸雄、小野 全子 

事務局長：福田 裕之

顧  問：佐原 光一（豊橋市長）

会 員 法人会員 45 社、個人会員 190 名（2016 年 3 月 31 日 現在） 

年会費 法人 20,000 円、個人 5,000 円、家族 8,000 円、学生 1,000 円 

設立年 1991 年 5 月 会長 神野信郎 

《 平成２７年度 主な活動 》 

平成 27 年 5月 24 日（日）～5 月 25 日（月） 1 泊 2 日 

●「第 4回東北被災地応援ツアー」開催（参加者：16 名） 

石巻市内の追波川運動公園にて、故・西島副会長の追悼手筒花火放
揚を行い、川の上プロジェクトメンバーとの交流会を開催した。ま
た、日本製紙石巻工場視察、塩竃市海岸通り再開発組合訪問、浦霞
蔵元見学などを行った。 

平成 27 年 5月 28 日（木） 

●「豊橋日独協会 年次総会・懇親会」開催（参加者：78 名） 

年次総会は、事業計画、役員人事等が承認された。懇親会は、ライ
プツィヒ市日本窓口担当の J&P Partners 篠田代表を来賓にお迎え
し、当協会新体制のスタートの年を飾るべく、テーブル対抗“輪投
げゲーム大会”などを実施し、会場は大いに盛り上がった。 

平成 27 年 5月 31 日（日） 

●「第 14回親睦ゴルフ大会」（参加者：10名） 

曇り空の絶好のゴルフ日和に恵まれ、楽しく、真剣にプレイし、会員相互の親睦を深めた。 

平成 27 年 7月 20 日（月・祝）海の日 

●「とよはし みなとフェスティバル」参加（参加者：141 名） 

ロール式紙芝居によるグリム名作劇場「ブレーメンの音楽隊」と「桃
太郎」を開催し、親子連れに大変好評だった。また、ドイツビール
＆ホットドックの販売コーナーは完売するほどの人気だった。 

平成 27 年 7月 22 日（水）～7 月 25 日（土） 

●「第 6回豊橋青少年オーケストラキャンプ事業」協力 

ブランデンブルグ国立管弦楽団フランクフルトの浮ヶ谷孝夫主席
客演指揮者と一流演奏家 16 名を講師として招聘し、豊橋市内の小
中高生 222 名の演奏指導を行うとともに、最終日に「マエストロと
夢見る若者たちのコンサート」を開催。当協会は講師の接遇や通訳
などの各種支援を行った。 
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平成 27 年 8月 2 日（日）～8 月 6 日（木） 

●「ドイツ・ヴォルフスブルグ市訪問団」来豊（12名） 

ヴォルフスブルグ市・クラウス・モーアス市長一行が来豊され、三
河港・VGJ・植物工場等の視察、日本文化体験、故・西島副会長の
墓参などを行った。また、当協会主催の「歓迎会」（盆踊り、全員
合唱など）や「昼食懇談会」等で更なる交流を深めた。 

平成 27 年 8月 9 日（日）※日独協会補助事業

●「豊橋日独協会・穂の国地区スカウト歓迎交流会」 
（参加者：約 90 名） 

「第 23 回世界スカウトジャンボリー」参加のため来日したヴォル
フスブルグ市・スカウト隊 32 名と当地域のスカウト隊との交流会
を開催した。神野会長の主催者挨拶、食事・歓談のあと、日本文化
体験、全員合唱、記念撮影等が和やかな雰囲気で行われた。 

平成 27 年 9月 26 日（土）～9 月 27 日（日） 

●「愛知万博 10 周年記念一市町村一国フレンドシップ 
フェスタ」参加（参加者：150 名） 

延べ 13 名のスタッフで豊橋国際交流協会の一員として「ドイツブ
ース」を担当。豊橋に立地するドイツ企業、並びにパネルによる当
協会事業活動の紹介のほか、企業協賛の販促グッズを活用しながら
ドイツ風サンドイッチとドイツビールの販売を行った。 

平成 27 年 10 月 28 日（水） 

●「ブレーメン経済工科大学教授（独日協会会長）ティム・ 
ゴイトケ教授との昼食懇談会」（参加者：5名） 

公益財団法人日独協会・佐藤勝彦理事、及び神野会長・竹内副会長、
西島常任理事にて、ブレーメン経済工科大学留学生のインターンシ
ップ受入れや日独若者交流促進について、昼食を楽しみながら、率
直な意見交換を行った。 

平成 27 年 11 月 3 日（火・祝） 

●「豊橋日独協会 日帰りバスツアー」開催（参加者：24 名） 

神武天皇ゆかりの「橿原神宮」、「大神神社」、「奈良県立橿原考
古学センター付属博物館」を見学。昼食は榛原牛の大変おいしい焼
肉を堪能した。この地をはじめて訪れる参加者も多く、貴重な日本
文化に触れることができ、大変充実した旅行となった。 

平成 27 年 10 月 31 日（土）～11 月 22 日（日） 

●「とよはしまちなかスロータウン映画祭 2015」参加（入場者：188 名） 

オリンピックのマラソンで金メダルまで獲得した主人公が、妻の病気をきっかけに夫婦で老人ホームへ入
居することになり、無気力で窮屈な入居者たちの生活態度に抵抗し、ベルリンマラソンへの出場を決意す
る主人公を描いた作品『陽だまりハウスでマラソンを』（2013 年ドイツ）を提供・上映した。 

平成 27 年 11 月 15 日（日） 

●「とよはしインターナショナルフェスティバル 2015」参加 

「平和・交流・共生のまち」をテーマに、異文化を見て、感じて、
体験しながら国際交流を楽しむフェスティバル。当協会として、ド
イツとの交流をはじめとする活動紹介パネルを作成・展示するとと
もに、参加協力を行った。 
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平成 27 年 11 月 28 日（土） 

●「復興お絵柿プロジェクト」サポート事業（参加者：4 名） 

ベルファーム代表の鈴木義弘さん（柿栽培農家）との共同事業とし
て、豊橋市内の小学生に「次郎柿」にかぶせる紙袋に絵やメッセー
ジを書いていただき、収穫後、「復興お絵柿」として石巻市仮設団
地他 10 件に直接お届けする事業を行った。 

平成 28 年 1月 26 日（金） 

●「2016 豊橋日独協会 新年会」開催（参加者：84 名） 

来賓としてヨハネス・シュヴァイツアー総領事館・上級専門官他を
お迎えして盛大に開催した。新年に相応しい小呂比屋捻挫による
“太神楽”をはじめ、テーブル対抗“ラグビーゲーム”、アヒルの
ダンス、全員合唱などで会場は大いに盛り上がった。 

平成 28 年 3月 10 日（木）～3 月 16 日（水） 

●「ヴォルフスブルグ市 HVF 実科学校一行」来豊（27 名） 

ヴォルフスブルグ市 HVF 実科学校生 21 名と教師 4名、同市のカー
レン・ドーレ教育課長、独日協会のバローグ=クラウス輝子会長が
来豊され、市内にホームステイ。豊橋市長表敬、市内観光、学生交
流、豊橋市国際交流協会主催の歓迎会等で交流を深めた。 

平成 28 年 3月 11 日（金）～3 月 13 日（日） 

●「ライプツィヒ市経済担当市長一行」来豊（3 名） 

ウヴェ・アルブレヒト経済担当市長、ウテ・リーベルト経済担当マ
ネージャー、ロイ・リッヒター独日協会会長の計 3名が来豊。神野
会長、佐原豊橋市長、西島常任理事等との朝食懇談会をはじめ、故・
西島副会長の墓参や渥美半島の観光などで交流を深めた。 

平成 27 年 4月～平成 28 年 3 月 

●「東日本大震災に係る東北交流支援活動」（第 49～53 次） 

大場産業交流委員長、西島常任理事を中心とした有志の方々が、当
協会会員やドイツからの支援金や生活物資を、石巻市・女川町他の
被災された大学、高校、小中学校、保育所等へ直接お届けする支援
活動を行った。 

◎ シュタムティッシュ 

●毎月１回開催（ 於 ビアホール独逸 ） 

⇒ 豊橋日独協会の「月例会」。来豊したドイツからのお客様との
懇親や入会希望者との懇談の場。毎回 20～30 名の参加者が集
い、有意義な交流の場となっている。 

◎ ドイツ語教室 

●上級・中級・初級ドイツ語講座 

⇒ 上級・中級は、春・秋季で延べ 29 回開催（参加者：延べ 36 名）、初級は、春・秋・冬季で延べ 36 回
開催（参加者：延べ 24 名） 

以 上 


